























伝本を選定の上、資料提供を行うことは古典の基礎研究に必須であるところ、 『和漢朗詠集』については金字塔的作品 りながら研究の基盤を成す本文の整備が未だ十分に行われていない。翻字内容の精密さが問われるのは当然のことであ が、それと同時にそれらの資料を研究上 活用し易い形にした上で、広く開示することが重要な課題として残されている。その実情に鑑み、投稿者は現在、平安時代の書写 される諸伝本について、その開示方法の確立を目指している。　
一方、ＩＴの進化により研究手法が多様化している今、本課題










































ついて、粘葉本の当該文字をそ ぞ 「濕」 ・ 「獨」とす が、そこは「温」 ・ 「猶」 翻字されるべきであろう 粘葉 近 関係にある伊予切はそこでは取り上げら ていな が、 『日本名跡叢刊』 拠 と伊予切




































また、本稿中、指摘したその他の校本（または本文集成）と 異なる新 な情報開示の方法・内容に関する私案につ て提言す 。それはＤＢの構築と言えるが、そのためには『和漢朗詠集』の構成について整理し、そこに名称を付す必要がある。 ずその点について述べる。　
次掲【図１】の通り、 『和漢朗詠集』は大きく三つのパートから
構成されている。巻上と巻下 して奥書である（奥書 ついては存しない伝本もある） 巻上 巻下の中身については、完本等の場合、首題・尾題を有す 伝本が多く、また首題の次に目録を有する伝本もある。以上の分類はＤＢの構築上、有効 。
　





























当該ＤＢ中、 『国歌大観』 番号 不可欠である。 既述した通り、 『国

















































































Ｂ構築のためには当該情報の特定を行うべく、新たな番号を付与する必要がある。 『国歌大観』記載の番号と区別する め、それらを便宜上、 アドレスと呼称する。その私案の一部を前掲【図１】に示した。　『和漢朗詠集』の構成は、前掲【
図１】に示した通り、巻上と










































脱字があり、また、粘葉本類の本文・配列は諸伝本中 特異である。よって、その書式ではかえって煩瑣を極める結果と る また、平安時代のみならず鎌倉時代以降も粘葉本類 普及しなかっ
た。仮に、今後、当該ＤＢに鎌倉時代以降書写本の情報を追加・更新する場合 そこでまた同様な問題を抱えることになる。その観点からも前述した私案は理に適っていると考 。校本は単なる情報の羅列ではない。作成者の表現であり、主張でもある。　
本稿中、既述した通り、当該ＤＢにおいて、情報開示にとどま
らず、その後のデ―タの有効活用に関することも検討したい。例えば詩歌句の中には、 『和漢朗詠集』諸伝本間にお て殆ど異同のないものと、多くの異同が存するものとが混在している。その誘因につ て究明を試みることは今後の課題である。当該ＤＢが完成すればそこか 事例を抽出したり、また、異同の多い順に並べ替えを行ったりすることが可能である。またそこから語句検索システム構築への道も開ける。当該ＤＢに収められて る情報を対象とする全文検索がかけられ、それが実現すれば従来 各種校本に付載されていた「初句索引」等は不要となる。　
なお、 『国歌大観』ＣＤ―ＲＯＭ版には検索システム機能が付い
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